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M2 CS Racing Seriesがスタート 

サーキット専用車両 BMW M2 CS Racingによるエントリーが可能 
日本で唯一の BMW Group Japanオフィシャル・レース 
 

サーキット専用車両「BMW M2 CS Racing（エムツー・シーエス・レーシング）」によるエントリーが可能な、
日本で唯一の BMW Group Japanオフィシャル・レース「M2 CS Racing Series（エムツー・シーエス・レー
シング・シリーズ）」が、本年 4月にスポーツランド SUGO（宮城県）にて、開幕となる。 
 
新たに立ち上げた「BMW & MINI Racing」の傘下でM2 CS Racing Seriesは、MINI CHALLENGE JAPANと
の共催で、よりスタイリッシュで、スポーツ・ラグジュアリーな大会として、本年より開催されるレースで
ある。 
 
日本のM2 CS Racing Seriesは現在ヨーロッパで開催されているM2 CS Racing Cupに基づき、本国より提
供されたテクニカル・レギュレーション等が採用された、アジアで初となる BMW M2 CS Racingの専用レー
スとなる。 
 
BMWのサーキット専用車両となる BMW M2 CS Racingでの参戦が可能であり、日本全国の国際的なサーキ
ットで、レースを通じながら、思う存分、BMWのモータースポーツを愉しむことが可能となる。 
 
 
BMW & MINI Racing 2022概要 
レース・カレンダー（暫定） 
Round 1（第 1/2戦） 予選 4/16（土）、決勝 4/17（日） スポーツランド SUGO（宮城県） 
Round 2（第 3/4戦） 予選・決勝 5/15（日） 富士スピードウェイ（静岡県） 
Round 3（第 5/6戦） 予選 7/2（土）、決勝 7/3（日） ツインリンクもてぎ（栃木県） 
Round 4（第 7/8戦） 予選 9/24（土）、決勝 9/25（日） 岡山国際サーキット（岡山県） 
Round 5（第 9/10戦） 予選・決勝 12/11（日） 鈴鹿サーキット（三重県） 
 
レース概要 
予選 20分間 / 決勝レース 1（20分間+1 LAP）/ 決勝レース 2（20分間+1 LAP） 
 
 
参戦車両 
BMW M2 CS Racing 450PSバージョン 
BMW M2 CS Racingベース・バージョン 
 
 
参戦資格 
JAF認定国内 A級ライセンス以上 



 
 
エントリー・フィー（1大会 2レース、消費税込み） 
シーズン価格  1,925,500円（年間で使用可能なクレデンシャル・パス 7枚を含む） 
アーリーバード特典（2022年 3月 6日までに申し込みの場合）: 1,732,500円 
スポット参戦（1大会） 385,000円（該当ラウンドのみ使用可能なクレデンシャル・パス 5枚を含む） 
 
webサイト 
https://www.bmw.co.jp/ja/topics/brand-and-technology/bmw_brand/mmodels/racing/m2csracingseries.h
tml 
 
問い合わせ先 
BMW & MINI Racing委員会 
電話: 052-684-5556 
メール: info@m2csracingseries.jp 
 
 
BMW M2 CS Racing 
BMW M社が開発したサーキット専用モデルとして、レース・シーンでの高いパフォーマンスを発揮しながら
も扱いやすい車両サイズと価格によって、カスタマー・レーシングにおけるエントリー・モデルとなってい
る。3.0L直列 6気筒Mツインパワー・ターボ・エンジンや、モータースポーツ専用のソフトウェアにより制
御される 7速 DCTを搭載し、最大トルク 550Nm/2,350rpm-5,500rpmを発揮する。最高出力は、各レース
規定に基づき 280～365PSの間に設定可能であり、車両購入後に個人でパーツ等を追加することで、最高出
力 450PS（331kW）/6,250rpmまでチューンアップする事も可能な設計となっており、既に 450PSまで引
き上げられたモデルも販売される。エンジン・パワーのコントロールは、パワー・スティックと呼ばれる USB
によって調整が可能であり、レース毎に設定される BOP（性能調整）に応じて、パフォーマンス・レベルの
プログラミングおよび呼び出しが可能となっている。BMW M2 CS Racing専用に製造されたドライブ・シャ
フトや、タイヤの左右回転差を抑制するプリロード型の個別冷却システムを備えた機械式 LSD（リミテッド・
ステップ・ディファレンシャル）が標準装備されている。 
BMW M2 CS Racingは BMW Japanにより輸入され、BMW Mモータースポーツ・ディーラー「株式会社モ
トーレン東都」にて販売される、日本においては BMW初となるサーキット専用モデルである。購入等の問
い合わせは、株式会社モトーレン東都にて受け付けている。 
 
メール: motorsport@totobmw.com 
電話: 050-3733-1468 
ウェブサイト: www.totobmw.com/motorsport 
 
 
本件に関する読者および視聴者からのお問合わせ先: 

BMWカスタマー・インタラクション・センター 

フリーダイヤル 0120-269-437 

受付時間: 平日 9:00-19:00、土日祝 9:00-18:00 

BMWウェブサイト: http://www.bmw.co.jp 
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